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1. Carryfit MapConverter とは

1.1 概要

Carryfit MapConverter は、数値地図 25000 を複数枚合成し、任意の範囲の地図を作成するソフ

トウェアです。簡単な操作で複数の数値地図からなる地域の地図画像を出力できます。

1.2 Carryfit MapConverter で出来ること

・ 数値地図 25000 の図葉の読み込み（最大 4 枚）。

・ 読み込んだ複数の数値地図 25000 から合成地図の作成。

・ 合成地図の任意の矩形範囲の出力。（対応出力フォーマット ： TIFF）

・ 地図出力時に地図のワールドファイルを出力

1.3 取り扱うファイルに関して

Carryfit MapConverter では、国土地理院発行の数値地図 25000 を取り扱います。CD-ROM版

の場合は、平成 14 年 4 月以降に刊行されたものである必要があります。

Carryfit MapConverter では、数値地図の管理ファイルから地図の名称や、座標情報を取得して

います。そのため、管理ファイルが無いと地図を読み込むことが出来ません。管理ファイルは、地

図の画像ファイルが保存されているフォルダまたは、そのひとつ上の階層のフォルダに保存され

ている必要があります。

※管理ファイル・・・図葉の図歴、図郭四隅の経緯度、UTM座標、ライン・ピクセル等を1レコードと

する CSV形式のファイルです。
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1.3 Carryfit MapConverter の動作要件

基本的要件

OS

Microsoft Windows XP SP2 ／

Microsoft Windows Vista ／

Microsoft Windows 7

必須コンポーネント
Microsoft .NET Framework 3.0 SP1 ／

Microsoft .NET Framework 3.5

CPU Pentium4 1.0GHz 相当品以上を推奨。

メモリ
Windows XP 512MB 以上を推奨。

Windows Vista 1GB 以上を推奨。

HDD 100MB以上の空き容量

CD-ROM ドライブ 上記 OS に対応した CD-ROM ドライブがインストール時に必要。
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2. 操作説明

ここでは、Carryfit MapConverter の基本的な操作の流れとして、隣り合う 2 枚の地図を読み込

み、合成地図から任意の範囲の地図をファイルに出力する手順を説明します。

2.1 画面構成

メニューバー ： Carryfit MapConverter の主要な機能を表示します。

ツールバー ： 地図の表示を操作するツールを表示します。

縮尺表示 ： 現在表示されている地図の画面上の縮尺を表示します。

レイヤーパネル ： 読み込まれている地図をツリー表示します。

ビューエリア ： 読み込まれている地図を表示します。

座標点、座標系表示 ： マウスポインタの位置の平面直角座標と地図の座標系を表示します。

ツールバー

縮尺表示

メニューバー

レイヤーパネル

ビューエリア

座標点、座標系表示
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2.2 地図の読み込み

① Carryfit MapConverterを起動し、メニューバーの「ファイル」メニューから「地図を開く」を選択し

ます。

② 数値地図 25000 の地図イメージが保存されているフォルダを選択し、「OK」をクリックします。

ここでは、金沢の数値地図 25000 を使用しています。

③ 「地図を開く」ウィンドウが表示されます。隣り合う地図として、「越前蒲生」、「福井」を読み込

みます。

「越前蒲生」、「福井」を選択して、「→」をクリックして読み込みリストに追加します。

「次へ」をクリックします。
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・ Carryfit MapConverter では、管理ファイルから地図の情報を取得しています。そのため、

管理ファイルが無い場合、地図の読み込みは出来ませんので注意してください。

・ 管理ファイルは、地図イメージのフォルダが格納されているフォルダまたは、地図イメー

ジのフォルダ内に格納してください。管理ファイルが見つからない場合、次のように表示

されます。

④ 座標系を設定します。座標系は、自動的に選択されますが、地図の本来の座標系とは異なる

座標系が選択されることがあります。この例でも、本来は第6系なのですが、初めの状態では

第 7 系が選択されていますので、第 6系に選択し直します。

座標系を間違えますと、地図が傾いてしまいますので注意してください。間違えてしまった場

合は、「新規作成」から再度読み込み直して下さい。

⑤ 「OK」をクリックして地図を読み込みます。
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2.3 任意の範囲を指定して、ファイルに地図を出力

① 地図の切り取り範囲を中心に表示させます。

ツールバーの操作ツールを使って切り取る場所が中心になるように移動、拡大させます。

 ポインタ ： 操作モードの初期状態です。

 移動 ： クリックで地図をつかみ、ドラッグで表示される地図の中心を移動させます。

マウスホイールのクリック、ドラッグでも同様の操作が出来ます。

 拡大 ： 地図をクリックした場所を画面の中心として拡大表示します。マウスホイール

の回転でも同様の操作が出来ます。

 縮小 ： 地図をクリックした場所を画面の中心として縮小表示します。マウスホイール

の回転でも同様の操作が出来ます。

② メニューバーから「ファイル」を選択し、「切り取り範囲を書き出し」をクリックします。

③ 「切り取り範囲」ウィンドウが立ち上がります。明るい部分が切り取り範囲となります。
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④ 切り取り範囲をドラッグ操作または、ウィンドウのテキストボックスに直接、数値を入力して

指定します。

※切り取り範囲の幅と高さを維持したまま、切り取る場所を指定したい場合は、1 度切り取り範

囲を確定させた後で、「範囲解除」をクリックし、切り取りたい位置でダブルクリックをして切り取

り範囲を確定させます。

※切り取り範囲の単位を変更することが出来ます。

単位をmm（ミリメートル）とした場合は、印刷時の範囲指定となります。

単位をm(メートル)とした場合は、地図の実距離での範囲指定となります。

⑤ 「書き出し」をクリックします。

⑥ ファイルを保存するフォルダを選択し、ファイル名を入力します。

⑦ 「保存」をクリックして、ファイルを書き出します。

以上の手順で、任意の範囲の地図をファイルに出力することが出来ます。
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3. その他の機能

3.1 地図を追加する

現在の合成地図に任意の地図を追加合成できます。ただし、読み込み済みの地図を含めて、

読み込み枚数が 4 枚を超える追加は出来ません。

手順

① 「ファイル」メニューから「地図を追加」をクリックします。

② 前回、開かれた地図イメージフォルダで「地図を開く」ウィンドウが表示されます。読み込む

地図を選択して、「→」をクリックして読み込みリストに追加します。追加で読み込む地図を

全てリストに追加後、「次へ」をクリックします。

③ 座標系は、自動的に選択されますが、地図の本来の座標系とは異なる座標系が選択され

ることがあります。その場合は、正しい座標系を選択し直してください。

④ 「OK」をクリックすると、地図が追加されます。

※既に読み込まれている地図とは異なる座標系を指定した場合、読み込まれている全ての地

図がその座標系に変更されます。

※異なるフォルダの地図を追加したい場合は、「参照ボタン」をクリックして、読み込みたい地図

のフォルダを新たに指定します。
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3.2 地図の表示切り替え

画面左側にあるレイヤーパネルから任意の地図の表示、非表示を切り替えられます。

手順

① 画面左側にある「描画項目」のタブをクリックします。

② 現在読み込まれている地図のツリーが表示されます。項目をクリックして、表示、非表示を

切り替えます。
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3.3 縮尺表示

現在、ビューエリアに表示されている地図の縮尺を表示します。

縮尺は 1000～200000 の間で任意に変更できます。

手順

① 画面右上にある縮尺表示の部分に任意の縮尺値を入力します。Enter キーで縮尺が変更

されます。

② 縮尺の変更は、マウスホイールの回転や縮尺値の横にある▼をクリックで表示されるリス

トからでも行えます。
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3.4 すべての地図を書き出し

合成地図全域をファイルに座標付きで出力します。

手順

① 「ファイル」の「全ての地図を書き出し」をクリックします。

② ファイルの保存場所を選択し、ファイル名を入力します。

③ 「保存」をクリックして、ファイルを書き出します。

※書き出し時に画面上に表示されている地図を書き出します。「地図の表示切り替え」で非表

示状態になっている地図は、ファイルに書き出されません。
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3.5 地図を平行移動

地図を一つ選択し、Ｘ方向とＹ方向それぞれに任意の値を設定して、平行移動させます。この操

作を行うと、出力される地図の座標にずれが生じます。（※）

この機能で、地図と地図の間に隙間があるときに、その隙間を埋めることが出来ますが、案内

図に利用する図面の作成など，座標の精度を問わないような場合に限られます。

※Carrｙfit MapConverter は管理ファイルの情報を利用して地図を結合しています。しかし，管理ファ

イルの情報に誤差があるため，地図と地図の間に空白やずれが生じるケースがあります。

この機能は、その空白やずれを補正します。

手順

① 「ツール」の「平行移動」をクリックします。

② 「地図の平行移動」ウィンドウが立ち上がります。

③ 平行移動させる地図のチェックボックスにチェックを入れ、平行移動させる距離を入力しま

す。「平行移動」ボタンのクリックで平行移動が実行されます。
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④ 地図の隙間をなくすことが出来ます。


